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《博士論文要旨および審査報告》
原　豊二　源氏物語と王朝文化誌史
-　学位請求論文　-
-　論文要旨　　　　　　　　　原　豊二本学位請求論文は'二〇〇六年三月､勉誠出版から刊行
された拙著　『源氏物語と王朝文化誌史』　である｡
本学位請求論文は､｢論考編｣と　｢資料編｣　に分 れて
いる｡以下､各章ごとの説明をしたい｡｢論考論｣
第-編　源氏物語論第一章　源氏物語の源泉と享受
-中国古典世界から近世儒学まで-
日中国際シンポジウム　｢長安都市文化と朝鮮･日本｣(二〇〇四)　にて口頭発表した　｢源氏物語と儒学者-林羅
山･熊沢蕃山をめぐって｣を基としている｡また､本発表は　『中日長安都市文化与朝鮮･日本』　(中国語版)　に所収されている｡また　｢林羅山･林鳶峰｣　｢熊沢蕃山｣　『人物で読む源氏物語』　勉誠出版　(二〇〇四) に､その一部を記している｡『源氏物語』　の源泉が唐代の中国文化に起因するという観点から出発し､江戸時代の儒学者の　『源氏物語』批評を読み解こうとす ､楽器｢琴｣　 文化圏を東アジア諸国に比定し､この楽器の特徴を考察したものである｡第二章　絵合巻における闘争の考察
専修大学緑風学会編　『専修総合科学研究』　七号　二九九
九)　が初出で ｡絵合論の問題点を提起している｡『源氏物語』絵合巻において､光源氏と頭中将との間で繰り広げられる絵の収集合戦について述べたも ｡ 天徳四年内裏歌合』　を検討し､『源氏物語』　 絵合 行事へ 強い影
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に競馬の行事も催される｡『うつほ物語』　にも競馬は表現されるが'その情景の説明は逐次的である｡(神事-斎院御顧-)　『源氏物語』　に登場する朝顔の姫君は'賀茂神への使いを任とする斎院となるが'その斎院の宗教的聖性を論じたもの｡第六章　階級論の視座
｢貧困薄をどう理解するか｣　(物語研究会編　『物語研究
会会報』　二九号､一九九八)､｢｢地の塩｣としての文学へ｣　(物語研究会編『物語研究会会報』三三号'二〇〇三)が初出である｡『伊勢物語』　『大和物語』　『うつほ物語』　『源氏物語』　に 貧困評を解釈し､結論として､語り手の興味が､貧困そのものではなく､そこでのヒエラルキー 上昇'下落にあることを示した論｡貴族的視点 限界も提示する｡また'『源氏物語』　の夕顔巻の本文異同を基にして､諸本の相違を確認する｡そ 上で'諸本の階級認識の位相差を論じたもの｡『源氏物語』を単 る｢みやび｣として見るのではな-､そこに｢庶民｣ の影を見出だす｡第Ⅱ編　中世 相第七章　掃墨物語について
｢掃墨物語｣　(神田龍身･西沢正史編　『中世王朝物語･
御伽草子事典』　勉誠出版､二〇〇二)　が初出である｡中世王朝物語､御伽草子は､鎌倉時代以降の物語文学であ-､
『源氏物語』　など､平安時代の物語と比べると､短編化'
簡易化されており､特に時代の風潮を感じることができる｡本事典は､そうした中世王朝物語'御伽草子に関する総合的'包括的大事典となっている｡中世王朝物語である　『掃墨物語　(絵巻)』　の基礎的研究報告｡最終的 '作品の志向の二重性を指摘した｡『堤 納言物語』　の　｢はいずみ｣とも比較し'その継承の皮合いも示した｡事典として､今後一つの標準になるものであり､体系的に､包括的にまとめている｡第八章　夕顔物語とそ 享受の方法
-謡曲｢夕顔｣を軸にして-
｢夕顔物語とその享受の方法-謡曲｢夕顔｣を軸にして
I｣　(専修大学大学院編　『文研論集』　三三号､一九九九)が初出である｡『源氏物語』 夕顔と謡曲｢夕顔｣　の相違を考察したもの｡前者につい は､源氏と夕顔のヒエラルキーの差異に着目Lt　後者については主に中世的思考について着目した｡『源氏物語』　の享受 多岐に渡っているが､謡曲の場合にはより民衆的という特徴が見出だされる｡
4第Ⅲ編　近世の諸相第九章　近世道真伝の変貌と氷解
-玉日永教著『菅家世系録』　をめぐって-
｢近世道真伝の変貌と氷解-玉田永教著『菅家世系録』
をめぐって-｣　(物語研究会編　『物語研究』　二号､二〇〇二)　が初出である｡玉田永教は'化政期に主に上方で活躍した講談師であ-'また神道 者であった｡永敦は多-の著作を残したが､その中に　『菅家世系録』　(文化六年序･三巻三冊) という書物がある｡『国書総目 等によれば'三〇部ほどが現存し､文化六年刊､文政一〇年刊'弘化六年刊､刊年不明'写本とが 『菅家世系録』　は､道真の享受史を考える上で､興味深い内容を抱えてる｡第一〇章　近世の源氏物語　(批評編)
｢北村季吟｣　｢契沖｣　｢安藤為章｣　｢賀茂真淵｣　｢伊勢貞
丈｣　｢本属宣長　(上)｣　｢本居宣長 (ド)｣　｢萩原広道｣ (上原作和編『人物で読む源氏物語』勉誠出版､二〇〇五)　 初出である｡近世を代表する思想家による　『源氏物語』　の批評について述べている｡儒者'故実家 国学者らの言説の特徴を提示した｡
第二章　近世の源氏物語　(テクスト編)
｢日野内光本　『源氏物語』｣　｢古活字本　『源氏物語』｣
｢『山頂湖面抄』｣　｢偽作　(上)｣｢偽作　(中)｣　｢偽作　(下)｣｢『源氏物語忍草 ｣　｢『好色一代男』｣｢『億紫田舎源氏』｣｢『源氏歌文句』｣　(上原作和編 『人物で読む源氏物語』　勉誠出版'二〇〇六　(刊行予定))　に掲載される予定である｡『源氏物語』　に関連する文学テクストのうち'主に近世に
位置する書物を論じたもの｡写本の問題'版本の問題といった書誌学的課題から､『源氏物語』　の転生'享受について考察している｡第Ⅳ編　近現代の諸相第一二章　折目信夫『日本の創意』　をめぐって
｢折口信夫　『日本の創意』　をめぐって-古典享受の方法
認識として-｣ (CDIROM版･徒然草古註釈書･慶安元年初版本『鉄槌』エッグ､二〇〇二)　が初 である｡折口信夫が､『源氏物語 　につ ､戦時中に書き残した　『日本の創意』　を批判的に論評したものである｡折口が戦時下'国策に参加したことなども踏まえ､古典文学研究者たちの思想的変遷を､折口とその周囲の人物によって考察を施した｡また､戦後に残された古典文学研究の諸問題についても考察を加えた｡
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第一三幸　研究現況と展望
-薄雲･朝顔両巻における-
｢薄雲･朝顔両巻における研究現況と展望｣　(『国文学解
釈と鑑賞　別冊　源氏物語の鑑賞と基礎知識三三　薄雲･朝顔』　至文堂､二〇〇四)　が初出である｡『源氏物語』　薄雲･ 両巻の研究史を追ったも ｡単なる研究レファレンスではなく､戦後の　『源氏物語』 をとりま-状況に関連させ､文化としての　｢研究｣を考察した｡また将来的な研究展望も提示した｡資料編一､新出物語切について(-)　伝慈円筆｢源氏物語切｣(2)　伝後花園院勾当内侍筆｢源氏物語　(梗概本)　切｣(3)　三条西実隆筆｢源氏物語切｣(4)　伝阿仏尼筆｢狭衣物語切｣上記の新出の物語切を紹介している｡(-)　は出雲市の
手鏡記念館の所蔵'(2)　から　(3)　は学位請求論文提出者の架蔵である｡本文の問題はさることながら'新出の資料として学界に提示すべきものであ ｡なお､一部を｢手鏡記念館 　｢古筆手鑑｣｣　(『山陰中央新報』　二〇〇五年四月六日付)　として紹介している｡
二､稽占有文館蔵『礼儀類典』　図絵
｢稽古有文館　『礼儀類典』　図絵｣　(『米子工業高等専門学
校研究報告』　三六号､∴〇〇〇)'｢稽古有文館　(河本家)蔵古典籍についての覚書｣　(続群書 従完成会　『季刊ぐんしょ』　再刊六三号､二〇〇四)　初出である｡『礼儀類典』は徳川光園による一大儀礼書で､ここではその図絵の部分のみ掲示した｡『礼儀類典』　は 恒例･臨時 朝儀･公事全般を網羅し､古代･中世の記録の関係記事を分 ･集したも で'元禄一四年(一七〇一)に完成､宝永七年(一七一〇)　には清書本が朝廷に献上された｡稽古有文館　(河本家)　に本書が伝来 た理由として 当時'没落しかかった大名家から､古本業者が通じて､購入した可能性が高-'河本家の隆盛を語る資料にもなっている｡三､稽古有文館蔵『和歌三品極秘伝』　翻刻 解題
｢稽古有文館蔵『和歌三品極秘伝』翻刻と解題｣　(『専修
総合科学研究』一一号､二〇〇三)､｢｢和歌三品極秘伝｣と地域文化｣　(『山陰中央新報』　二〇〇三年一二月一九日から二〇日付)　が初出である｡稽古有文館　(河本家)　が所蔵する　『和歌三品極秘伝』　を､変体仮名から活字 翻刻Lt解説を加えたもの｡この 『和歌三品極秘伝 は'古今集の秘伝書であるが､現存は二本しか確認されていない｡近世における古今和歌集 享受資料として大 興味深いも
6のである｡〇本学位請求論文全般について
『源氏物語』　は'他の多くの古典作品と比較して'かな
り特殊な事情を抱えつつ受容されていったと言ってよい｡
｢源氏中心主義｣として､それは批判の対象にもなってきたが､そうした権威性がどのような仕組みで確立していったかについては､それほど議論がまとまっているわけではない｡『源氏物語』　などの平安王朝的文化の形成は､むしろ後代によって達成されたというように考えれば､中世以降の諸テクストの解析が必要になるのは､むしろ当然のこ
とである｡
本書の論考編Ⅰでは､主に　『源氏物語』　そのものの抱え
る問題を考察した｡一〇年程前に書い 構造主義的な もあって､現在の自身の立場とは異なっているように思えるものもあるが､本書全体の調和 らして問題が いと判断し､掲載す ことにした｡Ⅱでは､中世 おける物語文学のあり様を'またⅢでは､近世におけるそれを考察 ｡ⅡとⅢは連続して捉えるべき内容であり､Ⅲでは特(『源氏物語』　の批評空間)と　(関連テクストの展開)とにその対象を分けて検討した｡Ⅳは主に現在の研究状況ついて述べたものである｡数年もすれば､直接的には不要
な論になると思われるが'時代状況を説明することも つの研究と考え､これ 掲載した 資料編 未紹介 資
科を公表することを目的にしている｡と同時に'本資料の研究上の意義についても述べている｡
『源氏物語』を含めた文学研究は'ともすれば部外の者
にはわかりにくいものとなりやすい｡｢それが研究書である｣と言ってしまえばそれまでであるが､国文学冬の時代において ､そのようなもの言いは果たして妥当であか｡反省すべき点は全-なかったと言えるのだろうか｡少なくとも本学位請求論文では'読み手を強-意識し'読者にとってわかりやすく また伝わりやすい日本語の表現を目指した｡また､可能な限り写真資料を活用し'｢読む｣だけでなく'｢見る｣　こともできる形態 選んだ｡
『源氏物語と王朝文化誌史』　という題名は､本書の構想
の過程において'上原作和氏からの提案があり'それを承けて決定した｡｢誌｣とは　｢紙媒体による資料｣　のことであり､｢史｣とはそこ の　｢歴史的な時間｣　のことである｡｢文学｣　ではなく｢文化｣　にしているのは､本学位請求論文が｢文化｣面をもその射程 入れ いる　｢文学｣　 研究
成果であるからである｡
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Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部教授
専修大学文学部教授明治大学文 部教授
本学位請求論文　『源氏物語と王朝文化誌史』　は二〇〇六
年三月一〇日勉誠出版から上梓された著作である｡学位申請者の現職は､米子工業高等専門学校専任講師 本論文は　｢論考編｣と　｢資料編｣　に分かれており'四〇〇字原稿用紙にして六三 枚からなる論考と公にすべき注目資料を掲載している｡第l章　源氏物語の源泉と享受
-中国古典世界から近世儒学まで-
日中国際シンポジウム　｢長安都市文化と朝鮮･日本｣　に
おいて発表した　｢ と儒学者-林羅山･熊沢蕃山をめぐって｣を原稿化している'さら '『中日長安都市文化与朝鮮･日本』　(中国語版)　に改め 収録されている｡また､｢林羅山･林鷲峰｣　｢熊沢蕃山｣　『人物で読む源氏物語』勉誠出版には､そのlL部を掲載している｡『源氏物語』
の源泉について唐を中心とした中国文化との関連を指摘し､日本漢文の担い手である江戸時代の儒学者が　『源氏物語』いたに読み解いて るかを究明している｡また､楽器｢琴｣　の文化圏として､それを東アジアの文人達に視点を
拡大して論じている｡東アジア文化圏への学際的な論究を目指している点が評価できる｡第二章　絵合巻における闘争の考察
『源氏物語』絵合巻に見られる叙述内容は'単なる物語
文学としての評価に留ま ものではない｡本承では'絵合巻における光源氏と頭中将との間で繰り広げられ 絵の収集比べを注視 いる｡また'文化上 先行史実とし
『天徳四年内裏歌合』　を提示し､『源氏物語』　の絵合への
受容に注目する｡物語構造 観点から見 と､光源氏側の権力達成への方法となっている 理解できるものである｡行き着くところ､絵合の催しによって光源氏側 栄華を読者は読みとることが可能である｡一方で' の出家願望の基底として'彼 内在 虚妄性を把握している｡第三章　幻巻とその周辺
-構造'系譜､身体､コスモロジー I
『源氏物語』　の中でも独自の展開を物語る幻巻を､四季
あるいは身体という視点から形成されたコスモロジー
8て究明するものである｡光源氏の終蔦を措-巻として'『竹取物語』　『伊勢物語』　とも対比する｡また'源氏の身
体に備わった王者性と欲望体系の崩壊を指摘している｡今後の深い究明の起点に位置付けられるテーマである｡第四章　物語の終幕法
-　『源氏物語』　｢とぞ本にはべめる｣　について､
あるいは　(偽装の書承)　の考察-
大長編『源氏物語』の最終本文である､夢浮橋巻巻末｢と
ぞ本にはべめる｣を注視している｡そして､青表紙本系統､河内本系統､別本群などの諸本を検討し､｢はべめる｣　の有無の異同を確認す ｡また､古注釈･新注釈での解釈を整理して､認識の変容を見る｡他の物語文学作品の終わり方をも参考にして'｢偽装された書承｣という視点によって､源氏物語独自の方法としての　｢とぞ本にはべめる｣という表現の受容と展開を考察するものである｡第五章　儀礼の中の源氏物語
｢臨時客｣　｢男踏歌｣　｢五月の節｣は､『国文学解釈と鑑
賞　別冊　源氏物語 鑑賞と基礎知識l八　初音･胡蝶･蚤』　至文堂に'｢神事…斎院御疎-｣　は､『国文学解釈と鑑賞　別冊 源氏物語の鑑賞と基礎知識三三　薄雲･朝顔』至文堂に掲載している｡｢臨時客｣　は､『源氏物語』 に描か
れた臨時客について論じている｡正月に東宮､院などで行われる饗宴として'物語との関わ-を究明する｡また､『源氏物語』　の古注釈と有識故実書との関連を提起し､それが近世の有職故実書と大きく乗離するこ を指摘した｡｢男踏歌｣　は､『源氏物語』　に描かれた男踏歌について究明している｡中国起源の踏歌は'古代前期には日本に伝えられた行事で､正月に内裏などを巡-歩 ものである｡足で大地を踏み歩くその姿に注目し､信仰的な意味合いを考察する｡｢五月節｣　は､『源氏物語』　にも表される端午の節 ついて論じている｡そして､五月の節における､菖蒲を飾ることの信仰上の意味を究明する｡ 晴蛤日記 などの王朝文学には､その描写が多く出 来 ここでは競射や競馬も催される｡一方､『うつほ物語』 競馬は信仰の重さを表すというより､むしろその表現 説明的で逐次的である｡｢神事-斎院御疎-｣は'『源氏物語』　に登場する朝顔の
姫君が､地主神賀茂神へ 御杖代とし 神聖な斎院となることの､信仰上の聖性を指摘している｡第六章　階級論の視座
｢貧困譜をどう理解するか｣は　『物語研究会会報』　二九
号､｢｢地の塩｣としての文学へ｣は　『物語研究会会報』　三三号に掲載している｡『伊勢物語』　『大和物語』　『うつほ物語』　『源氏物語』 にある貧困薄を考察してい ｡つまると
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ころ､語り手の興味が､貧困そのものではなく､そこでのヒエラルキーの上昇･下落に関心があることを指摘している｡そして'貴族という特権階層の認識の限界を明らかにしている｡本文研究 しては'『源氏物語』　の夕顔巻の本文異同を基にして 諸本 相違を確認する｡そ 上で､諸本の階級認識の位相差について指摘している｡そ 上に立って'『源氏物語』　を'一般論に見る　｢みやび｣として捉えることはしないで､新たに　｢庶民｣　の影を確認している｡第七章　掃墨物語について
｢掃墨物語について｣は､『中世王朝物語･御伽草子事
典』　勉誠出版に掲載し いる｡中世王朝物語､御伽草子は､鎌倉時代以降の物語文学である｡『源氏物語』　など ､平安時代の物語と比較してみると､短編化､簡易化されており､そこに時代の風潮が内在していることを指摘している｡本章では'中世王朝物語であ 　『掃墨物語　(絵巻)』　の書誌･内容を解説し､作品の表現･志向の二重性に注目している｡『碇中納言物語』　の　｢はいずみ｣とも比較し'その継承の度合いも示した｡中世小説の基礎的な研究事典て活用できるものである｡
第八章　夕顔物語とその享受の方法
-謡曲｢夕顔｣を軸にして-
『源氏物語』　の夕顔と謡曲｢夕顔｣　の相違について考察
している｡前者については源氏と夕顔のヒエラルキーの差異に着日している｡後者については､より中世的受容に裏付けられた特徴を指摘する｡『源氏物語』　 中世的受容は多様である｡謡曲｢夕顔｣を通し ､民衆的という性格を指摘していることに特徴がある｡第九章　近世道真伝の変貌と氷解
-玉田永教著『菅家世系録』　をめぐって-
二〇〇一年､中古文学会春大会にて発表し､同題で　『物
語研究』　二号に掲載 いる｡玉田永教は､化政期に主に上方で活躍した講談師であ-､神道 関す 研究家でもあった｡その著作中に　『菅家世系録』　(文化六年序二二巻三冊)　という書物がある｡『国書総目録』　などによれば､三〇部ほどが現存し､それぞれ文化六年刊､文政一〇年刊､弘化六年刊､刊年不明､写本と異同がある｡菅原道真の享受史を考察する際､有益な内容を有していることを確認しているものである｡第一〇章　近世 源氏物語 (批評編)
｢北村季吟｣　｢契沖｣　｢安藤為章｣　｢賀茂真淵｣　｢伊勢貞
10　丈｣｢本居宣長｣　｢萩原広道｣は'『人物で読む源氏物語』
勉誠出版に掲載したものである｡これらの文人は近世を代表する思想家であり'『源氏物語』　についても様々に重要な批評を加えている｡これら儒者､故実家'国学者らの言説の特徴を指摘するものである｡第一一章　近世の源氏物語　(テクスト編)
｢日野内光本『源氏物語』｣｢古活字本『源氏物語』｣
｢『山頂湖面抄』｣　｢偽作｣　｢『源氏物語忍草』｣　｢『好色一代
男』｣　｢『債紫田舎源氏』｣　｢『源氏歌文句』｣　は､『人物で読む源氏物語』勉誠出版に掲載された｡『源氏物語 　に関連する文学テクストのうち､主 近世に成立した文献類を論じている｡内容としては､写本の問題'版本の問題といった書誌学的課題から､『源氏物語』 との連関や享受 ついての問題まで究明している｡第二一章　折口信夫　『日本の創意』　をめぐって
｢折口信夫　『日本の創意』　をめぐって-古典享受の方法
認識として-｣は､CD-ROM版･徒然草古註釈書･慶安元年初版本　『鉄槌』エッグに掲載 いる｡折口信夫が､
『源氏物語』　について'戦時中に書き残した　『日本の創
意』　を批判的に論じている｡折口が戦時下､国策に参加したことなども踏まえ､古典文学研究者たちの思想的変遷を､
折口とその周囲の人物に視点を置いて考察している｡さらに､その後に引き継がれた古典文学研究の諸問題についても思考を重ねている｡第一三幸　研究現況と展望
-薄雲･朝顔両巻における-
｢薄雲･朝顔両巻における研究現況と展望｣　は　『国文学
解釈と鑑賞　別冊　源氏物語 鑑賞と基礎知識三三　薄雲･朝顔』　至文堂に掲載している｡内容は､『源氏物語』薄雲･朝顔両巻の研究史を解説 単なる研究レファレンスではなく､『源氏物語』をとりま-戦後の状況に関連させ'文化としての ｢研究｣を 察している｡さらに'将来的な研究展望を提示することにより､今後の研究の進展を目指している｡資料編一､新出物語切 ついて
(-)　伝慈円筆｢源氏物語切｣､(2)　伝後花園院勾当内
侍筆｢源氏物語　(梗概本)　切｣､(3)　三条西実隆筆｢物語切｣　(4)　伝阿仏尼筆｢狭衣物語切｣などの物語切を紹介している｡(-) は出雲市の手鏡記念館の所蔵､(2)から　(4)　は架蔵である｡本文の問題はさることながら､新出の資料として学界に提示すべきも であ ｡なお､一
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部を｢手鏡記念館の　｢古筆手鑑｣｣　(『山陰中央新報』　二〇〇五年四月六日付)　として紹介している｡中央の研究者には困難な地域文化に脚光を当 た論である｡二､稽古有文館蔵『礼儀類典』図絵
｢稽古有文館　『礼儀類典』　図絵｣　(『米子工業高等専門学
校研究報告』　三六号に掲載されている　『礼儀類典』 は徳川光園による一大儀礼書で'ここではその図絵のみ掲示した｡
『礼儀類典』　は'恒例･臨時の朝儀･公事全般を網羅し､
古代･中世の記録の関係記事を分類･集成したも で､元禄l四年　(一七〇l)　に完成､宝永七年　(一七.〇)　には清書本が朝廷に献上された｡近世における宮中行事 研究書として有益なものである｡稽古有文館　(河本家)　に本書が伝来した理由として､当時､没落しかかった大名 から､古本業者を通じて'購入した可能性が高く､河本家の隆盛を語る資料にもなっ いる｡三､稽古有文館蔵『和歌三品極秘伝』翻刻と解題
｢稽古有文館蔵『和歌三品極秘伝』翻刻と解題｣は'『専
修総合科学研究』一一号 掲載されている｡稽古有文館
(河本家)　が所蔵する　『和歌三品極秘伝』　を､変体仮名か
ら活字に翻刻Lt　解説 加えている｡この　『和歌三品極秘伝』　は､『古今和歌集』　の秘 である ､現存は二本し
か確認されていない｡近世における　『古今和歌集』　の享受資料を示す有益な書であり'また地域文化研究の分野から重要なものである｡
本論文の論考編Ⅰでは'主に　『源氏物語』　という作品に
内在する問題を考察してい 構造主義的論考から始まって'現 まで論者が研究活動を続けて来た軌跡を示すものである｡これら諸テーマは今後も考察を深めてい-ことになる｡一応の問題提起として'物語研究会の中に足跡をとどめた｡Ⅱでは､中世における物語文学の享受相を､またⅢでは､近世におけるそれを考察した｡ⅡとⅢはそれぞれ時代的特質との連関を究明している｡Ⅲでは特に　(『源氏物語』　の批評空間)と　(関連テクストの展開) そ 対象を分けて考察している｡Ⅲでは､Ⅲ 比して享受相をより拡大した状況での論考を提示してい ｡Ⅳは主に現在の研究状況につい 述べたも である｡本来､研究は独自論の展開を目指すもの あるが'これま 重ねられた研究も踏まえなくてはならない｡資料編では'未紹介の資料を公表することを目的としている｡これらは'学界､研究者に対して補助的 役割を担う ｡こ ､入手しにくい資料を主に集め､その学術的意義を示し､中央にない地方文化の実相を示現させている｡
申請者は'日本学術振興会より'二〇〇l年度から二〇
日　西　小
向修　山
利
雅勉彦
12　〇二年度まで'｢稽古有文館蔵古典籍の研究｣として'科
学研究費補助金　(奨励研究　(A)･若手研究　(B))　の交付を受けた｡また'同じく日本学術振興会よ-､二〇〇六年度から二〇〇八年度まで､｢ 文学史における琴学史の基礎的研究｣として'科学研究費補助金(若手研究(B))の交付を受けるこ となった｡加えて'二〇〇四年度現在まで､国文学研究資料館の国文学文献資料調査員の任を受け'二〇〇六年度からは､同じく国文学研究資料館の基幹研究　(A)　の共同研究員の任を受けている｡今後の成果も期待できる｡
以上の観点から､本論文は博士の学位を授与するのに相
応しい内容を持つものであると認められる｡
Ⅱ　学位授与要記一､氏名･本籍 原　豊二　(鳥取県)二､学位の種類三､学位記番号四'学位授与 条件五､学位授与年月日六'学位論文題目七､審　査　委　員
主査副査副査
博士　(文学)文乙第五号学位規則 四条第二項該当平成十九年三月二十八日源氏物語と王朝文化誌史専修大学文学部教授専修大学文 部教授明治大学文学部教授
